


    2月の地域求人数                                                                                   対前月増減比 対前年同月増減比 

現金（日払い） 13982   14.3% -2.6% 

契約（延べ数） 13651 --1.4% -11.3% 

高齢者清掃 ほか 4559 1．7% －5.9% 

西成労働福祉センター「センターだより」より 
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1月は休日が多かったので前月比がプラスだが対前年ではマイナス 

２０２４年 

 連合の各労組の賃上げ要求の平均は、30年ぶりに5%を超えた。経団連も「社

会的責務」として賃上げに理解を示してきた。高水準の回答が相次ぎ、長年続い
た賃金の低迷が転換しそうなことを歓迎したい。 
 だが油断はできない。厚生労働省によると昨年は大手の春闘で3・6%の賃上げ
が達成されたにもかかわらず、労働者全体の給与の伸び率は1・2%にとどまった。

物価の変動を考慮した実質賃金は減り続けており、国民の生活は厳しくなって
いる。総務省の調査では家庭に教育費など消費を切り詰める動きがある。 

 鍵を握るのは中小企業だ。多くの人が賃上げの恩恵を受けられるようになるに
は、大企業の勢いを、従業員数で7割を占める中小に広げる必要がある。交渉

はこれから本格化する。３/１４中国新聞社説 


